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スランプ 空気量 細骨材率
(cm) (%) (%)

セメント
混和材
細骨材

混和剤 AE減水剤（標準型）
陸砂利：密度　2.65g/cm3　比率40％粗骨材

コンクリート用膨張材(CSA系):密度 2.76g/cm3

陸砂：密度　2.63g/cm3

山砂利：密度　2.64g/cm3　比率60％

1035 1.54

使用材料
早強ポルトランドセメント：密度　3.14g/cm3

165 410 30 686

単位量（kg/m3)

水 セメント 混和材 細骨材 粗骨材 混和剤

40.0

水セメント比
(%)

37.5

粗骨材の
最大寸法

25 8 4.5

コンクリートひずみ
(測温機能付きひずみ計)

コンクリートひずみ
(測温機能付き無応力計)

6300mm
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上床版桁上部

上床版中央部

※無応力計およびひずみ計の
　取付方向は橋軸方向
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上床版中央（膨張ひずみなし：計算値）

上床版桁上（膨張ひずみあり：計測値）

上床版中央（膨張ひずみあり：計測値）
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